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ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
『
原
論
』
前
六
巻
の
最
初
の
日
本
語
訳
に
つ
い
て

薩

日

娜

　

1
　
は
じ
め
に

　
明
治
初
期
の
静
岡
学
問
所
の
お
雇
い
ア
メ
リ
カ
人
教
師E. W

. 

ク
ラ
ー
ク
が
教
授
し
て
い
た
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
の
講
義
を
、

聴
講
者
の
川
北
朝
鄰
と
山
本
正
至
が
協
力
し
て
日
本
語
に
翻
訳
し
、『
幾
何
学
原
礎
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
一
八
七
五
～
一
八
七
八
年

に
か
け
て
刊
行
し
た
。
こ
れ
は
現
在
分
か
っ
て
い
る
限
り
で
は
、ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の『
原
論
』の
前
六
巻
の
最
初
の
日
本
語
訳
本
で
あ
る
。

　
一
九
七
一
年
七
月
、中
村
幸
四
郎
ら
は
、池
田
美
恵
の
原
稿
に
基
づ
い
て
、『
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
原
論
』
を
出
版
し
た
際
、序
言
の
中
で
「
こ

の
貴
重
な
文
化
財
を
、
私
た
ち
の
母
語
で
あ
る
日
本
語
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
読
者
諸
氏
の
前
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

記
し
た
。
ま
た
、一
九
七
二
年
に
刊
行
さ
れ
た『
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
原
論
』初
版
二
刷
に
添
え
ら
れ
た
伊
東
俊
太
郎｢

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
と『
原

論
』
の
歴
史｣

は
、「
邦
訳
に
つ
い
て
言
え
ば
、
も
っ
と
も
古
い
も
の
と
し
て
は
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
の
長
沢
亀
之
助
訳
、
川

北
朝
鄰
校
閲
『
宥
克
利
』
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（
1
）。
し
か
し
、
こ
の
『
宥
克
利
』
は
、
実
は
最
初
の
日
本
語
訳
で
は

な
か
っ
た
。
そ
の
後
、『
原
論
』
を
再
刊
す
る
時
、伊
東
は
上
の
記
述
を
訂
正
し
た
。
実
際
に
は
、現
在
の
と
こ
ろ
、最
初
の
ユ
ー
ク
リ
ッ

ド
の
幾
何
学
の
前
六
巻
の
日
本
語
訳
は
、『
幾
何
学
原
礎
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
本
論
文
は
、
以
上
の
通
り
、
確
定
し
な
い
記
述
の
続
い
て
い
た
日
本
初
訳
に
つ
い
て
現
在
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
を
記
し
、

ま
た
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
の
東
ア
ジ
ア
へ
の
伝
播
を
簡
単
に
紹
介
し
な
が
ら
、
明
治
初
期
の
幾
何
学
書
の
代
表
で
あ
る
『
幾
何
学
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原
礎
』
の
書
か
れ
た
背
景
及
び
、
そ
の
具
体
的
内
容
、
訳
語
の
技
術
な
ど
を
考
察
し
、
現
代
訳
本
と
中
国
訳
本
と
比
較
し
な
が
ら
、
明

治
初
年
に
、
西
洋
幾
何
学
思
想
が
日
本
に
与
え
た
影
響
の
一
側
面
を
、
議
論
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

2
　
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
と
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
な
数
学

　
数
学
史
上
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
数
学
者
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
（Euclid

）
の
幾
何
学ELEM

EN
TA

（『
原
論
』）
は
世
界
で
も
っ
と
も
重
要

な
数
学
の
著
作
で
あ
る
。
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
は
様
々
な
国
の
言
葉
で
翻
訳
さ
れ
、世
界
中
の
多
く
の
学
者
に
研
究
さ
れ
て
来
た
。

十
七
世
紀
に
な
り
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
は
西
洋
の
論
証
的
な
数
学
の
代
表
作
と
し
て
中
国
や
日
本
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
の
国
々
に

伝
え
ら
れ
た
。

　
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
が
伝
え
ら
れ
た
当
時
の
中
国
と
日
本
に
は
、伝
統
的
な
数
学
が
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
中
算
」
と
「
和
算
」

で
あ
る
。
西
洋
数
学
の
伝
統
を
代
表
す
る
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
の
な
か
の
、
定
義
と
公
理
を
出
発
点
と
し
、
形
式
的
な
論
理
性
で

演
繹
的
推
理
を
す
る
証
明
的
な
方
法
、
及
び
、
量
と
量
の
間
の
厳
密
な
論
理
関
係
は
、「
中
算
」
と
「
和
算
」
に
は
欠
け
て
い
る
要
素

で
あ
る
。
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
の
学
問
的
な
特
性
と
し
て
の
論
証
な
ど
は
従
来
の
東
ア
ジ
ア
数
学
の
中
に
見
出
し
難
い
た
め
、
伝

え
ら
れ
た
当
初
は
抵
抗
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
論
証
的
理
性
の
原
型
で
あ
る
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
が
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
際
に
は
、
数
値
的
実
用
計
算
を
重
ん
ず
る
中
国
の
伝

統
的
数
学
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
か
っ
た
。『
九
章
算
術
』
を
代
表
作
と
し
た
古
代
中
国
の
数
学
書
の
内
容
は
、「
問
」、「
答
」、

「
術
」
の
三
つ
か
ら
構
成
さ
れ
、そ
の
「
問
」
は
計
量
的
設
問
で
あ
り
、「
術
」
は
「
答
」
を
求
め
る
方
法
論
の
展
開
と
言
え
る
。
こ
の
「
術
」

の
な
か
に
は
、
方
法
が
正
し
い
理
由
や
図
形
の
性
質
そ
の
も
の
の
説
明
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
平
行
、
合
同
、
相
似
な
ど
の
理
論
が
必
要

な
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
を
示
す
こ
と
な
く
、
直
ち
に
そ
の
結
果
を
用
い
て
計
量
に
結
び
付
け
て
い
る
。
論
理
的
証
明
が
ほ
と
ん
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ど
無
く
、
た
だ
図
形
に
よ
る
直
観
を
使
っ
た
例
ば
か
り
が
並
ぶ
。

　「
中
算
」
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
「
和
算
」
に
も
図
形
研
究
は
多
か
っ
た
。「
和
算
」
で
取
り
扱
う
方
程
式
は
ほ
と
ん
ど
は
図
形
を
そ

の
材
料
と
す
る
も
の
で
あ
り
、「
求
積
」、「
容
術
」
な
ど
の
項
に
お
い
て
様
々
な
平
面
図
形
や
立
体
図
形
が
現
れ
る
。
そ
の
応
用
と
し

て
の
測
量
で
は
、
古
く
か
ら
相
当
進
ん
だ
技
術
を
持
っ
て
い
た
の
で
、「
和
算
」
は
図
形
研
究
と
深
い
関
連
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。

　
こ
の
よ
う
な
「
中
算
」
と
「
和
算
」
の
図
形
研
究
を
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
と
比
較
す
る
と
、
図
形
の
性
質
に
つ
い
て
の
研
究
は

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
単
に
計
量
の
手
段
と
し
て
の
直
観
的
分
析
が
現
れ
る
の
み
で
あ
る
。
目
的
が
あ
く
ま
で
も
計
量
的
で

あ
り
、
図
形
の
性
質
を
探
究
す
る
重
要
性
、
必
要
性
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、「
中
算
」
や
「
和
算
」
が
代
表
す
る
東

ア
ジ
ア
の
伝
統
的
数
学
の
特
徴
で
あ
る
。

　
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
は
、
西
洋
の
宣
教
師
た
ち
の
布
教
に
よ
り
、
西
洋
の
科
学
技
術
が
紹
介
さ
れ
る
際
に
中
国
や
日
本
に
伝
え

ら
れ
た
。
最
初
の
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
の
中
国
語
訳
は
イ
タ
リ
ア
人
で
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
マ
ッ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
中
国

名
利
瑪
竇
、Matteo R

icci, 1552–1610

）
が
口
授
し
、明
朝
の
官
僚
徐
光
啓
（1562–1633

）
が
筆
述
す
る
と
い
う
形
で
、前
六
巻
が
『
幾

何
原
本
』
と
い
う
名
で
、
一
六
〇
七
年
の
五
月
に
完
成
し
、
出
版
さ
れ
た
。
訳
者
の
徐
光
啓
は
こ
の
本
に
対
し
、
高
い
評
価
を
与
え
た
。

　
伝
統
的
な
数
学
者
が
抵
抗
を
見
せ
る
一
方
で
、『
幾
何
原
本
』
を
学
び
、
幾
何
学
の
本
を
出
版
す
る
学
者
も
現
れ
た
。
例
え
ば
、
方

中
通
の
『
幾
何
約
』（
一
六
六
一
年
）、
李
子
金
の
『
幾
何
易
簡
録
』（
一
六
七
九
）、
梅
文
鼎
の
『
幾
何
通
解
』
な
ど
の
本
が
そ
の
代
表

作
で
あ
る
（
2
）。
一
八
五
七
年
、
同
じ
共
訳
の
形
で
宣
教
師
ワ
イ
リ
（
中
国
名
偉
烈
亜
力
、A

lexander W
ylie, 1815–1887

）
と
清
末

の
数
学
者
李
善
蘭
（1811–1882

）
が
最
後
の
九
巻
を
完
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
漢
訳
本
は
い
ず
れ
も
日
本
に
伝
わ
っ
た
。

　
マ
ッ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
と
徐
光
啓
の
共
訳
し
た
前
六
巻
の
『
幾
何
原
本
』
は
、
禁
書
令
（
3
）
以
前
に
日
本
に
入
り
、
そ
の
後
も
ひ
そ
か

に
輸
入
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
た
と
え
ば
、
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
に
出
た
万
尾
時
春
の
『
規
矩
文
等
集
』
の
序
文
を
細
井
広
沢
が

書
い
て
い
る
が
、
そ
こ
で
『
幾
何
原
本
』
な
ど
の
書
籍
を
「
近
来
偶
偶
」
窺
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
大
い
に
喜
ん
で
い
る
。
そ
の
文



— 4 —

章
か
ら
見
る
と
、
細
井
が
見
た
『
幾
何
原
本
』
は
享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
の
禁
書
緩
和
以
前
に
舶
来
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
4
）。

　
十
六
世
紀
の
西
日
本
に
現
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
学
校
で
は
、
会
の
定
め
た
学
科
課
程
を
見
る
と
、
算
術
、
代
数
の
ほ
か
、
ユ
ー
ク
リ
ッ

ド
幾
何
学
の
一
～
六
巻
と
十
一
巻
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
5
）。

　
蘭
学
が
流
行
し
て
い
た
時
代
も
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
は
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
。
長
崎
通
詞
の
所
蔵
本
で
現
存
す
る
も
の
が

あ
る
。
そ
れ
は
幾
何
学
の
入
門
書
、Pibo Steenstra, G

rondbeginsels der m
eetkunst, A

m
sterdam

, 1803

で
、
昭
和
初
期
、
名
古
屋

の
真
宗
専
門
学
校
（
現
在
の
東
海
同
朋
大
学
）
で
発
見
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
医
師
に
な
っ
た
吉
雄
耕
牛
の
孫
で
あ
る
吉
雄
俊
蔵

（
南
皐
）
の
蔵
書
の
一
つ
で
あ
る
。
俊
蔵
は
、文
化
十
三
（
一
八
一
六
）
年
か
ら
天
宝
十
四
（
一
八
四
三
）
年
ま
で
、尾
張
藩
に
蘭
学
者
・

医
師
と
し
て
仕
え
、
医
学
・
天
文
学
の
講
義
を
し
て
い
た
が
、
化
学
の
実
験
中
に
爆
破
が
起
こ
り
そ
の
犠
牲
に
な
っ
た
。
多
く
の
著
書

で
知
ら
れ
る
。
本
書
は
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
第
一
巻
か
ら
第
六
巻
、
お
よ
び
第
十
一
、十
二
巻
の
逐
語
的
で
な
い
蘭
訳
本
で
あ
り
、
俊
蔵

の
も
の
と
思
わ
れ
る
書
入
れ
が
見
ら
れ
る
（
6
）。

　『
幾
何
原
本
』が
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
後
、当
時
の
日
本
の
学
者
は
そ
の
価
値
を
認
め
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
藤
原
松
三
郎
は「
幾

何
原
本
に
盛
ら
れ
た
厳
密
な
る
論
理
的
証
明
法
は
、
我
邦
学
者
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
そ
の
論
ず
る
所
は
極

め
て
簡
単
な
事
実
の
み
で
、
一
見
し
て
分
り
き
っ
て
い
る
と
考
え
た
」
と
書
き
（
7
）、
当
時
の
日
本
で
は
、
数
学
者
た
ち
は
ユ
ー
ク
リ
ッ

ド
の
幾
何
学
を
重
視
せ
ず
、
和
算
の
な
か
で
は
、
よ
り
複
雑
な
幾
何
学
の
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
日
本
の
伝
統
的
な

数
学
が
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
よ
り
進
歩
し
て
い
た
と
誤
認
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
こ
れ
は
や
は
り
、
和
算
に
は
証
明
す
る
と
い
う
観
点
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
精
神
が
直
ち
に
理
解
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
が
始
め
て
積
極
的
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
幕
末
の
軍
関
係
者
に
対
し
て
で
あ
り
、
正
式
に
教
え
ら
れ

た
の
は
長
崎
海
軍
伝
習
所
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
伝
統
は
明
治
初
期
に
設
立
さ
れ
た
静
岡
学
問
所
、
沼
津
兵
学
校
に
も
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伝
え
ら
れ
た
。

　
そ
れ
ら
の
学
校
は
、
大
学
南
校
で
専
門
教
育
が
施
さ
れ
る
前
に
、
長
崎
海
軍
伝
習
所
系
統
の
人
材
を
集
め
た
最
高
の
科
学
教
育
機
関

で
あ
り
、
化
学
・
物
理
学
な
ど
の
自
然
諸
科
学
の
外
、
数
学
の
レ
ベ
ル
が
高
か
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
た
。

　
日
本
人
学
者
の
手
に
よ
っ
て
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
前
六
巻
が
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
の
は
明
治
八
年
か
ら
十
一
年
の
間
で
あ

り
、
書
名
は
『
幾
何
学
原
礎
』
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
次
に
、『
幾
何
学
原
礎
』
の
翻
訳
者
た
ち
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

3
　『
幾
何
学
原
礎
』
の
翻
訳
者
た
ち
に
つ
い
て

3.1 

　
静
岡
学
問
所
に
つ
い
て

　
一
八
六
八
年
の
七
月
、江
戸
は
東
京
と
改
称
さ
れ
、九
月
に
は
慶
応
は
明
治
と
改
元
さ
れ
、日
本
の
近
代
史
に
お
け
る
新
た
な
一
ペ
ー

ジ
が
開
か
れ
た
。

　
徳
川
宗
家
が
静
岡
に
移
封
さ
れ
た
あ
と
、
そ
の
地
に
は
す
ぐ
れ
た
幕
臣
を
擁
す
る
静
岡
学
問
所
・
沼
津
兵
学
校
が
創
設
さ
れ
た
。
そ

こ
で
、
多
く
の
人
物
が
西
洋
数
学
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
静
岡
学
問
所
設
置
は
、
当
時
の
駿
府
藩
が
独
自
で
行
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
沼
津
兵
学
校
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の

学
校
は
形
式
的
に
は
単
な
る
藩
校
に
間
違
な
い
が
、
実
質
は
、
江
戸
に
あ
っ
た
洋
学
お
よ
び
漢
学
の
学
者
と
施
設
と
を
移
し
た
も
の
で

あ
る
。
静
岡
の
学
問
所
は
最
初
は
単
に
「
学
問
所
」
と
の
み
呼
ば
れ
、
つ
い
で
は
「
府
中
学
問
所
」
と
な
っ
た
。
あ
る
い
は
ま
た
、
駿

府
大
学
校
と
か
駿
府
洋
学
校
な
ど
と
も
称
さ
れ
て
い
た
。
最
初
は
洋
学
と
漢
学
の
教
育
施
設
と
し
て
発
足
し
、
ま
も
な
く
国
学
の
学
科
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が
追
加
さ
れ
た
。
明
治
二
年
の
夏
に
、
駿
府
な
い
し
府
中
が
、
今
の
よ
う
に
静
岡
と
改
称
さ
れ
て
、
府
中
学
問
所
は
静
岡
学
問
所
、
あ

る
い
は
静
岡
藩
学
校
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
校
の
中
心
を
な
し
た
の
は
や
は
り
洋
学
で
あ
る
。

　
静
岡
学
問
所
の
学
頭
に
最
初
は
林
又
三
郎
が
任
命
さ
れ
た
が
、
ま
も
な
く
向
山
黄
村
と
津
田
真
道
の
二
人
が
こ
れ
に
代
わ
っ
た
（
8
）。

教
師
陣
に
は
中
村
正
直
、
杉
亨
二
、
外
山
正
一
の
ほ
か
お
雇
い
ア
メ
リ
カ
人
教
師
の
ク
ラ
ー
ク
が
い
た
。
ク
ラ
ー
ク
は
主
に
、
化
学
、

数
学
な
ど
の
科
目
を
担
当
し
て
い
た
。

　
次
に
、
ク
ラ
ー
ク
、
川
北
朝
鄰
、
山
本
正
至
の
略
歴
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

3.2
　
ク
ラ
ー
ク
の
日
本
で
の
教
育
生
活

　
ク
ラ
ー
ク
（Edw

ard W
arren C

lark, 1849–1907

）
は
、一
八
四
九
年
一
月
二
十
一
日
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー

（N
ew

 H
am

pshire

）
州
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
（Portsm

outh

）
に
生
ま
れ
た
。
父
親
は
清
教
徒
会
衆
派
（
組
合
派
）
の
牧
師
と
な
っ
た
人
で
、

著
書
も
多
く
残
し
て
い
る
。
ク
ラ
ー
ク
は
一
八
六
五
年N

ew
 Jersey

州
のN

ew
 B

runsw
ick

に
あ
るR

utgers C
ollege 

に
入
学
し
、
そ

こ
で
明
治
時
代
に
大
学
南
校
の
教
師
に
務
め
た
グ
リ
フ
ィ
ス
と
同
級
生
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
時
に
日
本
か
ら
留
学
し
て
き
た
学
生

と
会
っ
て
、
日
本
へ
の
関
心
を
強
め
た
。
一
八
六
九
年
、
彼
は
大
学
を
や
め
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
と
も
に
欧
州
に
渡
っ
た 

。

　
ク
ラ
ー
ク
が
日
本
に
来
た
き
っ
か
け
は
、
静
岡
の
学
問
所
に
外
国
人
教
師
を
招
く
こ
と
を
斡
旋
し
て
い
た
勝
海
舟
が
、
福
井
の
松
平

春
嶽
の
も
と
で
藩
校
の
教
授
を
し
て
い
た
グ
リ
フ
ィ
ス
に
手
紙
を
送
り
、
そ
の
学
友
の
一
人
を
推
薦
し
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
こ
と
で

あ
っ
た
。
グ
リ
フ
ィ
ス
が
ク
ラ
ー
ク
を
推
薦
し
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
招
か
れ
た
ク
ラ
ー
ク
が
明
治
四
年
十
月
末
に
横
浜
に
到
着
し
、

山
手
の
伝
道
会
館
に
滞
在
し
て
い
た
と
き
、
勝
の
知
ら
せ
を
受
け
て
静
岡
か
ら
迎
え
に
来
た
の
が
、
中
村
敬
宇
、
人
見
勝
太
郎
ら
の
四

名
の
教
授
や
役
人
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
ー
ク
は
そ
の
案
内
で
、
五
日
を
費
や
し
て
静
岡
に
到
着
し
た
。
最
初
の
う
ち
ク
ラ
ー
ク
は
静
岡
の
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沓
ノ
谷
三
松
の
蓮
永
寺
の
書
院
に
住
み
、
毎
日
馬
で
駿
府
城
内
の
学
問
所
に
通
っ
て
、
教
育
を
続
け
た
。

　
ク
ラ
ー
ク
が
受
け
持
っ
た
授
業
は
、
化
学
、
物
理
学
、
数
学
そ
の
ほ
か
で
、
毎
日
の
講
義
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
午
前
九
時
か
ら
正
午

ま
で
と
、
午
後
二
時
か
ら
五
時
ま
で
で
あ
っ
た
。
正
午
に
な
る
と
、
彼
の
た
め
に
新
設
さ
れ
た
実
験
室
で
器
械
や
実
験
の
準
備
を
し
、

図
や
化
学
式
を
黒
板
に
書
い
て
か
ら
、
昼
食
の
た
め
蓮
永
寺
へ
帰
っ
た
。
彼
が
再
び
学
校
に
も
ど
る
ま
で
の
間
に
、
学
生
た
ち
は
黒
板

に
書
か
れ
た
事
項
を
写
し
た
。
講
義
は
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
行
な
わ
れ
、
日
本
語
し
か
分
ら
な
い
学
生
に
対
し
て
下
條
と
い
う
青
年

が
通
訳
を
し
て
い
た
。
ク
ラ
ー
ク
は
日
本
人
の
学
生
の
優
秀
さ
と
熱
心
な
態
度
に
感
心
し
た
と
い
わ
れ
る
（
10
）。
日
曜
日
に
蓮
永
寺
で

聖
書
研
究
会
を
開
き
、
ク
ラ
ー
ク
は
日
本
人
の
青
年
た
ち
に
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
た
。
通
訳
の
下
條
や
静
岡
学
問
所
の
教
授
中
村
敬
宇

も
そ
の
時
に
聖
書
を
勉
強
し
た
者
で
あ
っ
た
。

　
蓮
永
寺
は
学
校
か
ら
遠
く
、
当
時
外
国
人
が
住
む
の
に
は
不
便
で
も
あ
っ
た
の
で
、
勝
海
舟
と
大
久
保
一
翁
（
静
岡
県
大
参
事
）
の

計
ら
い
で
、
ク
ラ
ー
ク
の
住
む
洋
風
の
住
宅
が
駿
河
城
跡
に
建
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ク
ラ
ー
ク
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
、
六
ヶ

月
か
け
て
建
築
を
完
成
さ
せ
た
。
ク
ラ
ー
ク
は
し
ば
し
ば
こ
こ
に
日
本
人
を
招
い
て
、
幻
灯
、
科
学
実
験
、
顕
微
鏡
な
ど
を
見
せ
た
と

い
う
。
ク
ラ
ー
ク
は
静
岡
に
お
い
て
、
後
に
東
京
に
出
て
か
ら
も
、
日
本
人
に
種
痘
を
施
し
て
い
た
。
ク
ラ
ー
ク
は
ま
た
休
日
を
利
用

し
て
、
富
士
山
に
登
り
、
そ
の
高
さ
を
三
五
二
一
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
で
あ
る
と
し
た
（
11
）。

　
明
治
新
政
府
は
、
政
治
も
教
育
も
首
都
に
集
中
さ
せ
る
方
針
を
と
っ
た
の
で
、
ク
ラ
ー
ク
の
友
人
や
援
助
者
、
優
秀
な
学
生
た
ち
が

次
々
と
東
京
へ
呼
び
出
さ
れ
て
静
岡
を
去
っ
て
い
っ
た
。
ク
ラ
ー
ク
は
「
諸
県
学
校
を
顧
慮
ス
ル
コ
ト
ヲ
進
ム
ル
建
議
」
と
い
う
意
見

書
を
静
岡
当
局
に
提
出
し
、す
ぐ
れ
た
学
校
を
地
方
の
小
都
市
に
置
く
こ
と
が
教
育
上
有
意
義
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
た（

12
）。
し
か
し
、

明
治
政
府
は
そ
の
中
央
集
権
化
を
強
力
に
推
し
進
め
た
の
で
、
静
岡
に
お
け
る
ク
ラ
ー
ク
の
諸
計
画
は
実
現
を
は
ば
ま
れ
、
彼
の
努
力

は
空
し
い
も
の
と
な
り
、
つ
い
に
は
彼
も
東
京
の
開
成
学
校
へ
移
る
よ
う
に
と
い
う
命
令
が
来
た
。

　
開
成
学
校
の
理
化
学
教
師
と
し
て
ク
ラ
ー
ク
が
活
動
し
た
の
は
、
一
八
七
三
年
十
二
月
か
ら
一
年
間
で
あ
っ
た
。
最
初
の
任
期
は
こ
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の
年
の
十
月
九
日
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
に
な
っ
た
と
い
う
（
13
）。
彼
は
翌
年
春
に
は
イ
ン
ド
旅
行
に
出
発

す
る
予
定
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
上
の
契
約
延
長
を
し
な
か
っ
た
。
一
八
七
五
年
三
月
七
日
、
横
浜
を
出
帆
し
、
神
戸
と
長
崎
に
立

ち
寄
っ
て
日
本
を
去
り
、
ア
ジ
ア
へ
の
旅
に
出
て
行
っ
た
。
ク
ラ
ー
ク
は
ア
ジ
ア
と
欧
州
を
経
由
し
て
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
、
そ
の

後
、
日
本
滞
在
中
の
こ
と
を
記
し
たLife and Adventure in Japan

と
、
ア
ジ
ア
旅
行
の
見
聞
を
ま
と
め
たFrom

 H
ong-K

ong to the 

H
im

alayas
や
論
文International Relations W

ith Japan

な
ど
を
書
い
た
（
14
）。

　
そ
の
な
か
で
は
、Life and Adventure in Japan

に
よ
っ
て
ク
ラ
ー
ク
の
静
岡
学
問
所
で
の
活
動
が
詳
し
く
わ
か
る
。
な
お
、
こ
こ

で
は
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
を
し
な
い
が
、From

 H
ong-K

ong to the H
im

alayas

に
よ
り
、
当
時
の
ア
ジ
ア
の
状
況
が
わ
か
り
、
論

文International Relations W
ith Japan

に
よ
り
ク
ラ
ー
ク
の
明
治
維
新
初
期
の
日
本
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

3.3
　
川
北
朝
鄰
に
つ
い
て

　
川
北
朝
鄰
（1840–1919

）
は
江
戸
の
生
ま
れ
で
、
初
め
は
和
算
を
神
田
泰
雨
に
学
び
、
後
に
村
瀬
孝
養
に
学
び
、
さ
ら
に
御
粥
安

本
に
つ
き
、
安
本
没
後
は
内
田
五
観
の
弟
子
に
な
り
、
明
治
維
新
後
は
静
岡
学
問
所
で
洋
算
を
修
め
た
。
川
北
は
こ
の
時
に
学
ん
だ
こ

と
に
基
づ
い
て
、
ク
ラ
ー
ク
が
口
述
し
た
も
の
を
山
本
正
至
と
と
も
に
ま
と
め
て
筆
述
し
、『
幾
何
学
原
礎
』
と
い
う
名
で
出
版
し
た
。

そ
れ
以
外
に
川
北
は
ト
ド
ハ
ン
タ
ー
な
ど
の
多
く
の
西
洋
数
学
者
の
著
書
を
翻
訳
し
て
お
り
、
東
京
数
学
会
社
の
機
関
雑
誌
に
は
そ
れ

ら
の
本
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
川
北
は
、
東
京
数
学
会
社
の
初
期
会
員
で
あ
り
、
創
設
初
期
か
ら
組
織
者
、
編
集
者
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
和
算
と
洋
算
の
両
方
を
理
解
で
き
た
の
で
、
そ
の
機
関
雑
誌
に
多
く
の
和
算
問
題
と
洋
算
問
題
を
提
出
し
な

が
ら
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
投
稿
し
た
問
題
に
も
解
答
し
た
。
ま
た
、
一
八
八
四
年
に
東
京
数
学
会
社
が
東
京
数
学
物
理
学
会
に
な
っ
た

後
も
、川
北
は
組
織
の
仕
事
を
担
当
し
、『
東
京
数
学
物
理
学
会
記
事
緒
言
』を
書
き
、東
京
数
学
会
社
の
歴
史
を
回
顧
し
た
。
彼
の
回
想
、
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後
の
人
々
が
東
京
数
学
会
社
の
こ
と
を
調
べ
る
際
に
、
貴
重
な
手
が
か
り
を
与
え
る
。

　
川
北
は
ま
た
東
京
麹
町
で
私
塾
立
算
堂
を
開
き
、
洋
算
を
教
授
し
た
。
ま
た
自
ら
数
理
書
院
に
入
り
、
数
学
書
の
訳
述
に
心
を
尽
く

し
た
。
他
方
、一
八
八
七
年
に
上
野
清
（1854–1924

）
ら
と
と
も
に
、約
七
十
人
の
民
間
数
学
者
を
集
め
て
「
数
学
協
会
」
を
結
成
し
、

数
学
教
育
者
と
し
て
活
躍
し
た
。「
数
学
協
会
」
は
一
八
八
七
年
か
ら
一
八
九
三
年
の
解
散
ま
で
、『
数
学
協
会
雑
誌
』
を
発
行
し
た
が
、

雑
誌
の
性
格
は
東
京
数
学
会
社
の
機
関
雑
誌
に
類
似
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

3.4
　
山
本
正
至
に
つ
い
て

　
山
本
正
至
（
生
没
年
不
明
）
に
つ
い
て
は
、『
幾
何
学
原
礎
』
の
奥
付
に
よ
る
と
、
静
岡
県
士
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
は

旧
幕
臣
で
、
後
に
静
岡
県
庁
に
出
仕
し
た
こ
と
、
田
沢
昌
永
と
共
著
で
『
筆
算
題
叢
』（
静
岡
県
江
川
町
の
広
瀬
市
蔵
刊
）
を
著
し
、

そ
れ
が
県
下
の
小
中
学
校
で
教
科
書
と
し
て
広
く
使
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
た
（
15
）。

4
　『
幾
何
学
原
礎
』
の
構
成
と
内
容
、
底
本
お
よ
び
そ
の
影
響

4.1
　『
幾
何
学
原
礎
』
の
構
成
と
内
容

　『
幾
何
学
原
礎
』
首
巻
お
よ
び
巻
一
～
六
の
全
七
冊
は
、
木
版
刷
の
和
綴
本
と
し
て
静
岡
の
文
林
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
版
権
免
許

の
日
付
は
、
首
お
よ
び
巻
一
～
五
が
明
治
八
（
一
八
七
五
」）
年
十
二
月
五
日
、
最
後
の
巻
六
は
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
十
一
月

六
日
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、ク
ラ
ー
ク
が
日
本
を
離
れ
て
ま
も
な
く
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
幾
何
学
原
礎
』
の
首
巻
にE. 
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W
. C

.

と
い
う
頭
文
字
を
記
し
た
一
八
七
三
年
二
月
付
の
ク
ラ
ー
ク
の
「
序
文
」（
英
文
）
が
あ
る
。

　「
序
文
」
の
な
か
で
ク
ラ
ー
ク
は
主
に
、
数
学
と
い
う
学
問
が
科
学
の
な
か
で
も
っ
と
も
人
々
の
正
確
な
思
惟
、
鋭
い
洞
察
力
を
必

要
と
す
る
学
問
で
あ
り
、
幾
何
学
の
論
証
は
人
の
思
考
能
力
を
向
上
さ
せ
る
と
書
き
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
は
二
千
年
前
の
古
代

の
ギ
リ
シ
ア
の
数
学
書
で
あ
り
な
が
ら
も
っ
と
も
よ
い
教
科
書
で
あ
り
、
も
っ
と
も
権
威
あ
る
著
作
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
ク
ラ
ー
ク
の
英
文
の
序
文
の
次
に
「
凡
例
」
が
あ
る
。「
凡
例
」
に
は
、

一
此
書
は
今
を
去
る
事
二
千
有
余
歳
「
ギ
リ
ー
キ
」
国
測
量
学
士
「
ユ
ー
ク
リ
ッ
ト
」
氏
著
す
所
尋
常
幾
何
学
書
に
し
て
原
名
「
エ

レ
メ
ン
ト
リ
ー
ユ
ー
ク
リ
ッ
ト
」
と
号
す
亜
国
「
格
拉
克
（
ふ
り
が
な
：
ク
ラ
ー
ク
）
先
生
静
岡
学
校
に
於
て
之
を
教
授
す
其

図
解
詳
に
し
て
最
便
解
し
易
さ
を
以
て
是
を
編
し
て
初
学
の
資
と
な
す

一
西
洋
各
国
に
於
て
此
書
頗
る
行
は
る
諸
名
家
顕
す
所
の
尋
常
幾
何
学
書
大
概
之
に
基
た
り
因
て
幾
何
学
原
礎
と
名
付
く

一
幾
何
学
書
は
通
例
文
を
以
て
之
を
詳
解
し
生
徒
を
し
て
諳
熟
せ
し
む
る
を
法
と
す
然
共
文
意
達
せ
す
誤
解
を
生
る
を
恐
る
故
に

式
を
設
け
て
初
学
を
し
て
便
解
し
易
か
ら
し
む
る
な
り

一
幾
何
は
量
地
建
築
を
始
要
用
最
広
し
世
人
皆
之
知
る
故
に
其
用
方
を
挙
ざ
る
な
り

と
記
さ
れ
て
い
る
（
16
）。

　
す
な
わ
ち
本
書
は
、「
亞
国
格
拉
克
」
先
生
が
「
静
岡
学
校
」
で
教
授
し
て
い
た
、「
ギ
リ
ー
キ
」
国
測
量
学
士
「
ユ
ー
ク
リ
ッ
ト
」

氏
の
著
書
で
あ
る
「
エ
レ
メ
ン
ト
リ
ー
ユ
ー
ク
リ
ッ
ト
」
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。「
エ
レ
メ
ン
ト
リ
ー
ユ
ー
ク
リ
ッ
ト
」

は
西
洋
各
国
で
広
く
使
わ
れ
て
お
り
、
普
通
の
幾
何
学
の
本
の
多
く
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
、
編
集
し
た
本
を
『
幾
何
学
原
礎
』

と
名
付
け
た
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、「
幾
何
学
書
は
通
常
は
文
章
に
よ
っ
て
説
明
し
理
解
さ
せ
る
も
の
だ
が（
確
か
に
、ユ
ー
ク
リ
ッ
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ド
『
原
論
』
は
式
を
用
い
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
十
九
世
紀
末
の
幾
何
学
の
「
通
例
」
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
）、
初
学
者

に
簡
単
に
理
解
さ
せ
る
た
め
に
式
を
設
け
る
と
し
た
。
な
お
、
幾
何
学
は
「
量
地
建
築
」
を
始
め
広
く
使
わ
れ
て
い
た
の
で
、
幾
何
学

の
（
日
常
生
活
に
）
使
え
る
方
法
を
挙
げ
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
。

　
こ
の
「
凡
例
」
は
、
川
北
か
山
本
の
手
に
よ
っ
て
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
各
巻
の
最
初
に
「
訳
語
」
の
項
目
が
置
か
れ
て
い
る
。
東
京
数
学
会
社
の
「
訳
語
会
」
が
創
設
さ
れ
、
多
く
の
数
学
用
語
の
訳
語

が
確
定
し
普
及
す
る
以
前
に
も
、
日
本
人
学
者
は
初
め
て
出
会
っ
た
数
学
用
語
に
対
し
て
、
そ
の
意
味
を
考
え
て
漢
語
に
翻
訳
す
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
基
本
的
な
概
念
の
訳
語
と
し
て
、
例
え
ばD

efinition

を
「
命
名
」、Postulate

を
「
確
定
」、

A
xiom

を
「
公
論
」、 Proposition
を
「
考
定
」、Theorem

は
現
代
と
同
じ
く
「
定
理
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
に
お
け
る
数

学
用
語
の
翻
訳
と
し
て
、
明
治
十
三
年
の
「
訳
語
会
」
が
設
立
す
る
二
年
前
に
行
わ
れ
た
試
み
の
事
例
で
あ
る
。

　「
訳
語
」
の
次
に
は
、
本
の
な
か
で
使
わ
れ
て
い
る
「
符
号
」
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
17
）。

　
次
い
で
、『
幾
何
学
原
礎
』（
以
下
『
原
礎
』
と
す
る
）
の
内
容
を
中
村
幸
四
郎
ら
の
訳
に
よ
る
『
原
論
』
の
内
容
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
現
代
の
訳
本
で
あ
る
中
村
の
『
原
論
』
第
一
巻
に
お
け
る
「
定
義
」
二
十
三
条
を
、『
原
礎
』
で
は
「
命
名
」
三
十
五
条
と
し
て
い
る
。

　
比
較
し
て
み
る
と
、両
書
の
「
定
義
」
と
「
命
名
」
は
第
十
八
条
ま
で
内
容
が
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
、『
原
礎
』
の
命
名
第
十
九
条
は
、

『
原
論
』
に
な
か
っ
た
内
容
で
あ
る
。

　
以
下
、『
原
礎
』
第
二
十
～
二
十
三
条
は
『
原
論
』
第
十
九
条
、『
原
礎
』
第
二
十
四
～
二
十
六
条
は
『
原
論
』
第
二
十
条
、『
原
礎
』

第
二
十
七
～
二
十
九
条
は
『
原
論
』
第
二
十
一
条
、『
原
礎
』
第
三
十
～
三
十
四
条
は
『
原
論
』
第
二
十
二
条
、『
原
礎
』
第
三
十
五
条

は
『
原
論
』
第
二
十
三
条
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
村
の
『
原
論
』
に
は
「
公
準
」（「
要
請
」）
が
五
条
だ
が
、『
原
礎
』
で
は
「
確
定
」
と
し
て
三
条
の
み
あ
る
。
残
り
の
二
条
は
『
原

礎
』
で
は
、次
の
「
公
論
」
の
第
十
一
、十
二
条
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、『
原
礎
』
の
「
公
論
」
第
五
、七
条
は
、『
原
論
』
に
は
な
か
っ
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た
も
の
で
あ
る
。

　『
原
礎
』で
は
第
一
巻
四
十
八
題
の
う
ち
、最
初
の
十
二
問
を「
考
定
第
～
問
題
」と
し
て
、残
り
を「
考
定
第
～
定
理
」と
し
て
い
る
が
、

内
容
は
『
原
論
』
第
一
巻
の
全
四
十
八
題
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　
ほ
か
の
巻
に
つ
い
て
も
内
容
を
比
較
し
た
が
、
一
致
し
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
。『
原
礎
』
で
は
巻
之
五
を
除
い
て
、
各
巻
末
に

問
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
巻
の
最
後
に
「
第
一
巻
用
法
」、「
第
一
巻
例
題
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
問
題
が
付
け
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
証
拠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
原
礎
』
の
な
か
の
図
は
そ
の
数
が
多
く
、
し
か

も
詳
し
い
説
明
文
が
付
い
て
い
る
。

　
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
首
巻
の
最
後
に
「
巻
七
　
考
定
二
十
一
條
　
図
面
組
立
」「
巻
八
　
考
定
二
條
　
五
巻
七
巻
八
巻
例
題

六
十
條
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
最
初
の
計
画
で
は
第
七
巻
や
第
八
巻
も
あ
る
予
定
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
管
見
で

は
巻
七
と
巻
八
は
確
認
さ
れ
ず
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　『
幾
何
学
原
礎
』
全
体
の
文
章
に
目
を
通
し
て
見
る
と
、
文
言
の
流
暢
さ
に
よ
り
内
容
が
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
特
徴

的
で
あ
る
。
本
書
は
、
幾
何
学
の
教
科
書
が
ま
だ
あ
ま
り
現
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
明
治
初
期
に
お
い
て
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
普

及
を
促
す
質
の
よ
い
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
に
な
っ
た
と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

4.2
　『
幾
何
学
原
礎
』
の
底
本

　『
幾
何
学
原
礎
』
の
底
本
はTodhunter

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、Todhunter

と
は
若
干
の
異
同
が
あ
る
の
で
、Todhunter

を

主
た
る
底
本
と
は
し
な
が
ら
も
、
他
の
本
（
恐
ら
く
複
数
）
を
参
考
に
し
た
と
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
議
論
が
あ
る
（
18
）。

　『
幾
何
学
原
礎
』
は
、Todhunter

と
異
な
り
、
式
を
併
用
し
て
い
る
が
、
式
の
使
用
はTodhunter

の
本
と
ク
ラ
ー
ク
の
講
義
と
の



ユークリッド『原論』前六巻の最初の日本語訳について

— 13 —

相
違
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
、
東
京
大
学
駒
場
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
一
七
八
七
年
刊
行
のR

obert Sim
son

（1687–1768

）
著
、Edinburgh

のJ. 
B

alfour
出
版
のThe elem

ents of Euclid

を
参
照
し
た
と
こ
ろ
、そ
の
第
一
ペ
ー
ジ
か
ら
第
一
九
五
ペ
ー
ジ
ま
で
の
六
巻
の
内
容
と『
原

礎
』
巻
一
～
巻
六
の
内
容
と
が
、
ま
っ
た
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　
本
の
扉
に

The elem
ents of Euclid viz. the first six books, together w

ith the eleventh and tw
elfth.  The errors, by w

hich Theon, or 

others, have long ago vitiated these books, are corrected, and som
e of Euclid's dem

onstrations restored. A
lso the book of 

Euclid's D
ata, in like m

anner corrected B
y R

O
B

ERT SIM
SO

N
, M

.D
. Em

eritus Professor of M
athem

atics in the U
niversity 

of G
lasgow

…

と
書
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
本
は
全
五
二
〇
ペ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
巻
末
に
、
本
の
な
か
に
使
わ
れ
て
い
る
三
角
形
、
円
な
ど
の
図
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
が
『
原
礎
』
の
冒
頭
に
付
け
ら
れ
て
い
る
図
と
ま
っ
た
く
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、 

ク
ラ
ー
ク
は
当
時
の
静
岡
学
問
所
の
数
学
の
授
業
で
幾
何
学
の
教
科
書
と
し
て
、 

確
か
にR

obert Sim
son

の
こ
の

本
を
使
っ
て
い
た
と
確
定
で
き
る
。

　
そ
し
て
、翻
訳
は
前
の
六
巻
を
終
え
、続
き
の
巻
の
内
容
を
翻
訳
す
る
計
画
も
あ
っ
た
が
、全
巻
の
訳
を
終
え
ら
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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4.3
　『
幾
何
原
本
』
と
『
幾
何
学
原
礎
』

　『
幾
何
学
原
礎
』
が
発
行
さ
れ
た
明
治
初
期
の
日
本
に
は
、
す
で
に
中
国
訳
の
『
幾
何
原
本
』
は
伝
播
し
て
お
り
、
学
者
た
ち
に
読

ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

　『
幾
何
学
原
礎
』
の
術
語
と
体
系
を
『
幾
何
原
本
』
の
と
比
較
し
て
み
る
と
、
一
致
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
か
な
り
異
な
っ
て

と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
本
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
が
、
中
国
訳
の
『
幾
何
原
本
』
と
対
照
的
に
日
本
語
訳
で
『
幾
何
学
原
礎
』
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
二
つ
の
本
の
底
本
は
明
ら
か
に
違
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、『
幾
何
原
本
』
の
底
本
は
マ
ッ
テ
オ
・
リ
ッ
チ

の
師
匠
で
あ
るC

.C
lavius

（1538–1612

）
の
編
集
し
たEuclidis elem

entorum
 libri XV

（
19
）
で
あ
る
が
、『
幾
何
学
原
礎
』
の
底
本

は
前
述
し
た
よ
う
に
、
ラ
テ
ン
語
版
よ
り
二
世
紀
後
の
英
語
訳
で
あ
る
。

　
こ
の
二
世
紀
の
移
り
変
わ
り
でELEM

EN
TA

の
体
系
に
も
多
く
の
変
化
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
20
）。

　
日
本
語
訳
に
中
国
語
訳
の
「
幾
何
」
が
使
わ
れ
こ
と
が
、漢
訳
西
洋
数
学
書
の
日
本
へ
の
影
響
の
一
例
に
な
る
が
、中
国
語
訳
の
「
原

本
」
に
対
し
て
、
日
本
語
訳
で
は
「
原
礎
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
た
。

　
ラ
テ
ン
語
書
名
で
あ
るELEM

EN
TA

は
ギ
リ
シ
ア
語
のΣτοιχεία

か
ら
き
た
も
の
で
あ
り
、Στοιχεία

に
は
も
と
も
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
言
語
を
書
き
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
の
と
同
様
に
、

幾
何
学
の
命
題
が
ス
ト
イ
ケ
イ
ア
に
基
づ
い
て
、
す
べ
て
証
明
さ
れ
、
組
織
立
て
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
転
義
し
た
と
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
21
）。

　『
幾
何
学
原
礎
』
の
な
か
で
「
礎
」
は
「
基
礎
」
で
あ
り
、「
原
礎
」
と
は
、
翻
訳
者
た
ち
が
ギ
リ
シ
ア
語
のΣτοιχεία

や
ラ
テ
ン
語

のElem
enta

で
あ
り
、
そ
の
う
え
にSim

son

の
著
書
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
るThe elem

ents of Euclid

のelem
ents

の
意
味
を
充
分
に
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咀
嚼
し
た
上
で
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
引
き
続
き
、『
幾
何
原
本
』
と
『
幾
何
学
原
礎
』
の
内
容
と
術
語
を
表
記
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
表
1
　『
幾
何
原
本
』
と
『
幾
何
学
原
礎
』
の
一
部
術
語
と
中
日
現
代
用
語
の
比
較

D
efinition

Postulate
A

xiom
Proposition

Theorem

幾
何
原
本

界
説

求
作

公
論

命
題

術

幾
何
学
原
礎

命
名

確
定

公
論

考
定

定
理

現
代
日
本
語
訳

定
義

公
準
、
要
請

公
理

命
題

定
理

現
代
中
国
語
訳

定
義

公
設

公
理

命
題

定
理

　
現
代
英
語
の
術
語D

efinition

に
対
す
る
『
幾
何
原
本
』
の
な
か
の
術
語
は
「
界
説
」
で
あ
る
。
時
に
は
略
し
て
「
界
」
と
い
う
一

文
字
で
表
示
し
て
い
た
。「
界
」
と
い
う
文
字
で
「
定
義
」
を
表
示
す
る
こ
と
は
ラ
テ
ン
語
の
語
源
で
あ
るD

efinitio

を
考
慮
し
て
い

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
も
し
く
は
、D

efinire

の
語
源
で
あ
るfinis

か
ら
き
た
か
も
し
れ
な
い
（
22
）。

　
も
う
一
人
の
宣
教
師
で
あ
る
艾
儒
略
（Jules A

leni, 1582–1649

）
は
著
書
で
あ
る
『
幾
何
要
法
』
の
な
か
で
「
界
者
、一
物
之
始
終
。

解
篇
中
所
用
名
目
、
作
界
説
（
23
）」
と
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
界
と
は
物
の
始
ま
り
と
終
わ
り
を
指
す
。
本
の
な
か
に
使
わ

れ
た
名
目
を
説
明
す
る
も
の
を
界
説
と
い
う
」
と
述
べ
る
。

　『
幾
何
原
本
』
で
は
、「
界
説
」
と
い
う
語
彙
で
ま
た
ラ
テ
ン
語
のC

onstitutum

やTerm
invs

に
あ
た
る
定
義
を
表
示
し
、
さ
ら
に
、

一
部
定
義
の
な
か
で
、
現
代
英
語
のB

oundary

とExtrem
ity

に
与
え
る
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
（
24
）。

　『
幾
何
学
原
礎
』
で
は
、D

efinition

に
対
し
て
「
命
名
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
。
訳
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
数
学
者
の
川
北
朝
鄰
は

漢
訳
西
洋
数
学
書
の
内
容
を
熟
知
し
て
い
る
の
で
、『
幾
何
原
本
』
の
な
か
の
術
語
で
あ
る
「
界
説
」
を
理
解
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
あ
え
て
「
命
名
」
と
い
う
新
し
い
言
語
を
使
っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
は
、
明
治
時
代
の
数
学
者
た
ち
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が
漢
訳
西
洋
書
の
影
響
か
ら
離
れ
て
、
独
立
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
て
い
た
の
が
分
か
る
。

　「
命
名
」
と
同
じ
く
、『
原
礎
』
の
な
か
で
、Postulate 

の
訳
語
と
し
て
「
確
定
」
を
使
い
、Proposition

の
訳
語
と
し
て
「
考
定
」

と
い
う
語
を
使
っ
た
。

　
こ
こ
で
、特
に
指
摘
し
た
い
こ
と
は
、Theorem

に
対
す
る
語
は『
幾
何
原
本
』に
術
と
し
た
が
、『
幾
何
学
原
礎
』の
な
か
で
初
め
て「
定

理
」
と
い
う
術
語
が
現
れ
、
し
か
も
、
こ
の
語
が
現
代
日
本
語
や
現
代
中
国
語
の
な
か
で
最
も
重
要
な
数
学
用
語
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
幾
何
学
原
礎
』
の
近
代
日
本
数
学
用
語
へ
の
影
響
や
日
本
製
数
学
術
語
の
中
国
へ
の
影
響
の
一
例
と
し
て

も
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
続
い
て
、『
幾
何
原
本
』
と
『
幾
何
学
原
礎
』
と
中
日
現
代
訳
の
第
一
巻
の
内
容
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
図
表
の
よ
う
で
あ
る
。

　
表
2
　『
幾
何
原
本
』
と
『
幾
何
学
原
礎
』
と
中
日
現
代
訳
の
第
一
巻
の
比
較

幾
何
原
本

幾
何
学
原
礎

現
代
日
本
語
訳

現
代
中
国
語
訳

D
efinition

36
個

35
個

23
個

23
個

Postulate

4
個

3
個

5
個

5
個

A
xiom

19
個

12
個
（
第
5
、
7
は
現

代
訳
の
な
か
で
無
し
）

9
個

5
個

Proposition

48
個

48
個

48
個

48
個

　『
幾
何
学
原
礎
』
の
な
か
の
「
命
名
」
で
あ
る
定
義
が
『
幾
何
原
本
』
よ
り
一
つ
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、四
つ
の
著
書
の
内
容
に
は
様
々

に
異
な
る
点
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
底
本
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
い
っ
ぽ
う
でELEM

EN
TA

の
長
い
歴
史
の
間
の
移
り
変

わ
り
を
物
語
っ
て
い
る
。
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5
　
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
た
『
幾
何
学
原
礎
』

　
明
治
初
期
に
は
、
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
良
い
幾
何
の
教
科
書
が
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
の
中
学
校
な
ど
で
は
原
書
を
用
い
た
教
育
が

行
わ
れ
た
。
原
書
は
重
要
な
講
義
資
料
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
教
師
が
原
書
を
訳
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
く
こ
と
は
、
当
時
の
中
等

学
校
に
お
い
て
は
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
明
治
五
年
の
中
学
教
則
に
よ
れ
ば
、
外
国
語
毎
に
分
か
れ
た
中
学
校
に
対
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
次
の
幾
何
学
書
が
教
科
書
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
系
統
で
は
、C

harles D
avies

（1789–1876

）
の Elem

entary 

G
eom

etry Trigonom
etry

を
使
い
、
フ
ラ
ン
ス
の
系
統
で
は
、A

drien

　M
arie

　Legendre

（1752–1833

）
の Elem

entarie 

G
eom

etrie

を
使
い
、
ド
イ
ツ
の
系
統
で
は
　W
iegand

の Elem
ente G

eom
etria

を
使
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
25
）。

　
し
か
し
、
明
治
五
年
以
降
は
外
国
の
幾
何
学
書
の
翻
訳
が
多
く
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中
学
校
用
教
科
書
と
し
て
採
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
翻
訳
さ
れ
た
教
科
書
は
ア
メ
リ
カ
の
も
の
が
比
較
的
多
く
、
中
心
に
な
っ
て
い
た
の
はD

avies

やR
obinson

の
も

の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
るLegendre

流
の
幾
何
学
で
あ
っ
た
。Euclid

の
伝
統
を
守
る
イ
ギ
リ
ス
流
の
幾
何
学
書
は
少
な
か
っ
た
。
明

治
十
年
よ
り
も
前
に
現
れ
たEuclid

の
幾
何
学
と
言
え
ば
、後
述
す
る
山
田
昌
邦
の
『
幾
何
学
』
と
こ
の
ク
ラ
ー
ク
の
『
幾
何
学
原
礎
』

く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ク
ラ
ー
ク
の
『
幾
何
学
原
礎
』
は
出
版
さ
れ
た
後
ま
も
な
く
当
時
の
エ
リ
ー
ト
学
校
で
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、『
幾

何
学
原
礎
』
は
「
明
治
十
九
年
ま
で
継
続
刊
行
せ
ら
れ
、
当
時
有
数
の
教
科
書
と
し
て
役
立
っ
た
」
と
い
う
（
26
）。

　
明
治
十
年
以
降
、『
幾
何
学
原
礎
』
を
使
用
し
た
師
範
学
校
、
中
学
校
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
27
）。

明
治
十
五
年
は
青
森
県
師
範
学
校
、
福
井
県
中
学
校
、
秋
田
県
中
学
校
、
広
島
中
学
校

明
治
十
六
年
は
大
阪
府
師
範
学
校
、
山
口
県
師
範
学
校
、
秋
田
県
師
範
学
校
、
山
口
県
中
学
校
、
大
阪
府
中
学
校
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明
治
十
七
年
は
長
野
県
師
範
学
校
、
青
森
県
中
学
校
、
山
口
県
中
学
校

明
治
二
十
一
年
静
岡
県
尋
常
中
学
校

　『
幾
何
学
原
礎
』
巻
之
一
か
ら
巻
之
六
ま
で
の
問
題
の
解
答
は
、
川
北
朝
隣
編
輯
『
幾
何
学
原
礎
例
題
解
式
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

各
巻
の
巻
末
に
は
「
例
題
補
遺
」
と
し
て
新
た
に
問
題
が
追
加
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
『
幾
何
学
原
礎
』
の
知
識
で
解
く
の
は

む
ず
か
し
い
も
の
も
あ
る
（
28
）。

　
明
治
十
年
代
の
末
に
な
る
と
、
田
中
矢
徳
の
『
幾
何
教
科
書
』（
中
学
校
用
、
明
治
十
五
年
）、
中
條
澄
清
の
『
高
等
小
学
校
幾
何
学
』

（
明
治
十
六
年
）、
遠
藤
利
貞
の
『
小
学
幾
何
学
』（
明
治
十
六
年
）、
高
橋
秀
夫
の
『
工
夫
幾
何
学
』（
明
治
十
七
年
）、
日
下
部
慎
太
郎

の
『
小
学
幾
何
学
』（
明
治
十
八
年
）
な
ど
、
単
な
る
翻
訳
の
域
を
脱
し
た
幾
何
学
書
が
現
わ
れ
、『
幾
何
学
原
礎
』
は
徐
々
に
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
。

　
明
治
十
七
年
の
長
野
県
尋
常
師
範
学
校
規
則
の
よ
う
に
、
口
授
用
と
し
て
採
用
し
た
教
科
書
に
つ
い
て｢

幾
何
学
原
礎
ハ
誤
謬
ノ
箇

所
多
キ
ニ
テ
教
授
ノ
際
注
意
シ
テ
之
ヲ
用
テ｣

（
29
）
と
注
意
書
を
施
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、『
原
礎
』
は
明
治
初
期
や
半
ば
に
流
行
し
て
い
た
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
ラ
イ
ト
、
シ
ョ
ブ
ネ
ら
の
幾
何
学

書
と
と
も
に
多
く
の
中
学
校
や
師
範
学
校
で
使
わ
れ
て
い
た
が
、
明
治
後
期
に
な
る
と
、
つ
い
に
菊
池
に
よ
っ
て
ト
ド
ハ
ン
タ
ー
の

『
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
』
が
導
入
さ
れ
、
教
科
書
と
し
て
菊
池
の
も
の
が
最
適
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、『
原
礎
』

は
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
る
価
値
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

6
　
お
わ
り
に
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ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
前
六
巻
の
最
初
の
日
本
語
訳
で
あ
る
『
幾
何
学
原
礎
』
が
訳
さ
れ
た
背
景
に
は
、
明
治
初
期
の
日
本
で
は
大

学
で
西
洋
科
学
の
専
門
的
な
教
育
が
施
さ
れ
る
前
に
、
静
岡
学
問
所
の
よ
う
な
教
育
機
関
で
外
国
か
ら
教
師
を
雇
っ
て
、
化
学
・
物
理

学
な
ど
の
自
然
諸
科
学
の
外
、
西
洋
数
学
の
教
育
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　『
幾
何
学
原
礎
』
の
底
本
は
、
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
や
十
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
で
広
く
使
わ
れ
て
い
たR

obert Sim
son

の
幾
何
学

書
で
あ
る
。Sim

son

の
幾
何
学
は
ギ
リ
シ
ア
語
か
ら
直
接
英
訳
さ
れ
た
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
で
あ
り
、
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀

初
頭
の
西
洋
の
幾
何
学
の
教
育
に
影
響
を
与
え
た
だ
け
で
は
な
く
、『
幾
何
学
原
礎
』
を
通
じ
て
日
本
に
お
け
る
幾
何
学
の
教
育
に
も

影
響
を
与
え
続
け
た
。

　『
幾
何
学
原
礎
』
の
翻
訳
者
た
ち
に
よ
り
決
め
ら
れ
た
数
学
の
術
語
は
日
本
人
学
者
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
最
初
の
数
学
用
語
で
あ

り
、
そ
の
後
の
日
本
に
お
け
る
数
学
用
語
の
手
本
に
な
っ
た
。『
幾
何
学
原
礎
』
は
一
つ
の
幾
何
学
の
教
科
書
と
し
て
明
治
二
十
年
代

ま
で
に
日
本
の
一
部
の
中
学
校
や
師
範
学
校
で
広
く
使
わ
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
、
お
雇
い
外
国
人
教
師
の
ク
ラ
ー
ク
や
川
北
朝
鄰
と
山
本
正
至
な
ど
日
本
人
学
者
に
よ
る
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
幾
何
学
の
日

本
語
訳
は
、
西
洋
数
学
の
東
ア
ジ
ア
へ
の
伝
播
の
一
例
で
あ
り
、
伝
統
数
学
で
あ
っ
た
和
算
か
ら
洋
算
へ
移
行
す
る
転
換
期
に
お
け
る

明
治
初
期
の
日
本
の
数
学
教
育
の
普
及
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

注
と
参
考
文
献

（
1
）　
中
村
幸
四
郎
ほ
か
、『
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
原
論
』、
共
立
出
版
株
式
会
社
、
四
三
八
頁
。

（
2
）　
銭
宝
琮
著
、『
中
国
数
学
史
』、
科
学
出
版
社
、
一
九
六
四
年
、
二
三
五
頁
。

（
3
）　
幕
府
が
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）、
キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
書
籍
及
び
イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
ら
が
か
か
わ
っ
た
三
十
二
種
の
書
籍
を
禁

書
と
し
て
輸
入
を
禁
止
し
た
こ
と
を
言
う
。



— 20 —

（
4
）　「
日
本
の
数
学
百
年
史
」
編
集
委
員
会
編
、『
日
本
の
数
学
百
年
史
』（
上
）、
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
、
八
頁
。

（
5
）　
同
（
1
）、
四
頁
。

（
6
）　
同
（
1
）、
八
頁
。

（
7
）　
日
本
学
士
院
編
『
明
治
前
日
本
数
学
史
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
、
一
六
〇
―
一
六
一
頁
。

（
8
）　
山
下
太
郎
『
明
治
の
文
明
開
化
の
さ
き
が
け
―
静
岡
学
問
所
と
沼
津
兵
学
校
の
教
授
た
ち
』、
北
樹
出
版
、
一
九
九
五
年
、
二
七
頁
。

（
9
）　
渡
辺
正
雄
、「E. W

. 

ク
ラ
ー
ク
：
米
国
人
科
学
教
師
」『
科
学
史
研
究
』、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
、
一
五
五
頁｡

（
10
）　『
徳
川
慶
喜
　
静
岡
の
三
十
年
』
静
岡
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
、
八
五
―
八
六
頁
。

（
11
）　
渡
辺
正
雄
『
お
雇
い
米
国
人
科
学
教
師
』、
講
談
社
、
昭
和
五
十
一
年
、
一
六
〇
頁
。

（
12
）　『
静
岡
市
史
』
第
二
巻
、 
一
九
三
一
年
、
五
六
九
―
五
七
四
頁
参
照
。
渡
辺
正
雄
前
掲
書
、
一
六
二
頁
か
ら
引
用
。

（
13
）　『
傭
外
国
人
教
師
・
講
師
履
歴
』（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
参
考
室
）、
一
の
上
、
五
八
頁
。
渡
辺
正
雄
前
掲
書
、
一
六
三
頁
。

（
14
）　
ク
ラ
ー
ク
のLife and Adventure in Japan

を
飯
田
宏
は
『
日
本
滞
在
記
』
と
訳
し
て
一
九
六
七
年
講
談
社
か
ら
出
版
し
た
。

（
15
）　
渡
辺
正
雄
前
掲
書
、
一
六
一
頁
。

（
16
）　
ク
ラ
ー
ク
・
川
北
朝
鄰
・
山
本
正
至
訳
『
幾
何
学
原
礎
』（
首
巻
）、
静
岡
：
文
林
堂
、
明
治
八
年
刊
、
一
頁
。

（
17
）　「
符
号
」
と
は
現
在
で
い
う
「
数
学
記
号
」
の
こ
と
で
あ
る
。

（
18
）　
公
田
蔵
「
明
治
前
期
の
日
本
に
お
い
て
教
え
ら
れ
、
学
ば
れ
た
幾
何
」、『
数
理
解
析
研
究
所
講
義
録
』、
一
五
一
三
巻
、
二
〇
〇
六
年
、
一
九
三
頁
参
照
。

（
19
）　
初
版
は
一
五
七
四
年
で
あ
る
が
、
中
国
に
伝
わ
れ
た
の
は
一
五
七
四
年
以
降
の
も
の
で
あ
る
。

（
20
）　T.L.H

eath, The Thirteen Books of Euclid’s Elem
ents, C

am
bridge: C

am
bridge U

niversity Press, 1908, pp.75–100.

（
21
）　
同
（
1
）
の
、
四
八
九
―
四
九
〇
頁
。

（
22
）　
安
国
風
著
、
紀
志
剛
等
訳
『
欧
幾
里
得
在
中
国
』、
江
蘇
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
五
七
頁
。

（
23
）　
艾
儒
略
著
『
幾
何
要
法
』、
一
六
三
一
年
、
一
頁
の
右
参
照
。
出
版
社
不
明
、
著
者
は
早
稲
田
大
学
小
倉
金
之
助
文
庫
か
ら
原
本
を
読
ん
だ
。

（
24
）　
利
瑪
竇
、徐
光
啓
共
訳
『
幾
何
原
本
』（
巻
一
）
第
六
界
、第
七
界
参
照
。
郭
書
春
等
編
集
『
中
国
科
学
技
術
典
籍
通
彙
』（
数
学
巻
五
）、河
南
教
育
出
版
社
、

一
九
九
三
年
、
一
一
六
〇
頁
。

（
25
）　
遠
藤
利
貞
『
増
修
日
本
数
学
史
』、
岩
波
書
店
、
一
九
一
八
年
、
六
八
六
頁
。
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（
26
）　
石
原
純
『
科
学
史
』『
現
代
日
本
文
明
史
』（
第
十
三
巻
）、
東
洋
経
済
新
報
社
出
版
部
、
一
九
四
二
年
、
九
四
頁
。

（
27
）　
根
生
誠
「
明
治
期
中
等
学
校
の
教
科
書
に
つ
い
て
（
三
）」
四
五
―
四
七
頁
。

（
28
）　
筆
者
は
和
装
二
冊
本
の
川
北
朝
隣
編
輯『
幾
何
学
原
礎
例
題
解
式
』（
静
岡
文
林
堂
上
梓
、明
治
十
三
～
十
五
年
）を
早
稲
田
大
学
の
図
書
館
で
閲
覧
し
た
。

二
冊
の
な
か
に
巻
一
（
明
治
十
三
年
）、
巻
二
（
明
治
十
五
年
）、
巻
三
～
五
（
明
治
十
七
年
）
出
版
の
五
巻
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
29
）　『
長
野
県
教
育
史
　
資
料
編
四
』
昭
和
五
十
年
、
九
三
二
頁
。




